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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　三次元画像と二次元画像を切り替え表示可能な表示部と、
　前記表示部に対する画像表示制御を実行する制御部を有し、
　前記制御部は、
　フォーカス制御処理の実行時に、前記表示部の表示画像の表示態様を予め設定した設定
情報に従って、三次元画像表示から二次元画像表示に変更する処理を行う撮像装置。
【請求項２】
　前記制御部は、
　フォーカス制御処理の実行時において、合焦したとの判定に従って、前記表示部の表示
画像の表示態様を前記設定情報に従って変更する処理を行う請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記制御部は、
　フォーカス制御処理の実行時において、マニュアルフォーカス制御が開始されたとの判
定に従って、前記表示部の表示画像の表示態様を前記設定情報に従って変更する処理を行
う請求項１に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記撮像装置は、前記設定情報として、三次元画像表示の設定と、二次元画像表示の設
定が可能な構成であり、
　前記制御部は、
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　前記設定情報として二次元画像表示の設定がなされている場合、
　フォーカス制御処理の実行時に、前記表示部の表示画像の表示を三次元画像表示から二
次元画像表示に切り替える処理を行う請求項１～３いずれかに記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記制御部は、
　前記表示部に二次元画像を表示する場合、予め設定した設定情報に含まれる利き目情報
に従って、左目用画像または右目用画像から利き目に対応する画像を選択して表示する請
求項４に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記撮像装置は、前記設定情報として、三次元画像表示の設定と、二次元画像表示の設
定と、左目用画像と右目用画像の交互表示の設定が可能であり、
　前記制御部は、
　前記設定情報として交互表示の設定がなされている場合、
　フォーカス制御処理の実行時に、前記表示部の表示画像の表示を三次元画像表示から交
互表示に切り替える処理を行う請求項１～３いずれかに記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記撮像装置は、さらに、
　二次元画像の表示が可能なビューファインダを有し、
　前記制御部は、
　前記ビューファインダに対する画像表示を実行する場合に、
　前記設定情報に従って、利き目対応画像の二次元画像表示、または左目用画像と右目用
画像の交互表示を実行する請求項１～６いずれかに記載の撮像装置。
【請求項８】
　前記撮像装置は、さらに、
　前記ビューファインダを覗き込むユーザの顔の位置を検出するセンサを有し、
　前記制御部は、
　前記センサの検出情報に基づいて、ユーザの利き目が左目であるか右目であるかを判定
し、判定した利き目情報を前記設定情報として登録する請求項１～７いずれかに記載の撮
像装置。
【請求項９】
　撮像装置において表示部に対する表示制御を実行する画像処理方法であり、
　前記撮像装置は、三次元画像と二次元画像を切り替え表示可能な表示部を有し、
　制御部が、フォーカス制御処理に際して合焦したか否か、またはマニュアルフォーカス
制御が開始されたか否かを判定するステップと、
　前記制御部が、合焦またはマニュアルフォーカス制御の開始を確認した場合、前記表示
部の表示画像の表示態様を予め設定した設定情報に従って、三次元画像表示から二次元画
像表示に変更する処理を行う表示変更ステップと、
　を実行する画像処理方法。
【請求項１０】
　撮像装置において表示部に対する表示制御を実行させるプログラムであり、
　前記撮像装置は、三次元画像と二次元画像を切り替え表示可能な表示部を有し、
　制御部に、フォーカス制御処理に際して合焦したか否か、またはマニュアルフォーカス
制御が開始されたか否かを判定させるステップと、
　前記制御部に、合焦またはマニュアルフォーカス制御の開始の確認に応じて、前記表示
部の表示画像の表示態様を予め設定した設定情報に従って、三次元画像表示から二次元画
像表示に変更する処理を行わせる表示変更ステップと、
　を実行させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、撮像装置、および画像処理方法、並びにプログラムに関する。さらに詳細に
は、撮像装置の表示部（モニタ）などに表示する画像を装置状態に応じて立体画像（３Ｄ
画像）と平面画像（２Ｄ画像）を切り替えて表示する撮像装置、および画像処理方法、並
びにプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、三次元画像である立体画像（３Ｄ画像）を表示可能とする複数視点の画像を撮影
する撮像装置（カメラ）が開発されている。このような撮像装置は、例えば左目用画像と
右目用画像の異なる視点からの画像を撮影する。さらに、撮像装置に備えられた表示部で
あるモニタ部に三次元画像を表示可能とした装置についても提案されている。
【０００３】
　例えば、特許文献１（特許第３９３５８１２号公報）や、特許文献２（特開２００１－
２５１４０３号公報）には、裸眼で立体画像（３Ｄ画像）を表示可能とした表示部構成の
記載がある。これら特許文献にも記載されているように、偏光板やレンチキュラーレンズ
を備えた表示構成や、イメージスプリッタ方式を用いた表示構成を用いることで、裸眼で
立体画像が観察可能となることが知られている。
【０００４】
　さらに、特許文献１は、ユーザの操作可能なキーをユーザが操作することで、表示部の
表示画像を、立体画像（３Ｄ画像）の表示と、平面画像（２Ｄ画像）の表示とを自在に切
り替える構成について開示している。
【０００５】
　また、特許文献２は、ユーザの操作可能なスライドスイッチをユーザが操作することで
、表示部の表示画像の位置を変更して三次元画像表示（立体表示）の立体感を変更する構
成を開示している。
【０００６】
　このように、１つの表示部を利用して二次元画像と三次元画像を切り替え表示可能とし
た構成については様々な提案がなされている。
【０００７】
　しかし、上述の特許文献１、特許文献２に記載の構成では、ユーザの操作がなければ、
表示部の表示画像の態様を変更することができないという問題がある。すなわち、表示部
の表示画像が三次元画像である場合、これを、二次元画像とするためには、ユーザが装置
に備えられたスイッチなどの入力部を操作することが必要となる。二次元画像を三次元画
像に変更する場合も同様にユーザ操作が必要となる。
【０００８】
　しかし、例えばフォーカス調整を行う場合、モニタに表示される画像を観察しながら、
フォーカスがあっているか否かを確認する場合があるが、この場合、モニタ表示画像が立
体画像（３Ｄ画像）である場合、フォーカスがあっていることを確認することが困難とな
ることがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特許第３９３５８１２号公報
【特許文献２】特開２００１－２５１４０３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、例えば、上述の問題点に鑑みてなされたものであり、表示部を備えた装置の
状態に応じて、立体画像（３Ｄ画像）と平面画像（２Ｄ画像）を自動的に切り替え表示す
ることを可能とした撮像装置、および画像処理方法、並びにプログラムを提供することを
目的とする。
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【００１１】
　本発明の一実施例では、例えば合焦時や、マニュアルフォーカス調整時にはモニタ表示
画像を自動的に平面画像（２Ｄ）に切り替えることにより、フォーカス調整を行いやすく
する撮像装置、および画像処理方法、並びにプログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の第１の側面は、
　三次元画像と二次元画像を切り替え表示可能な表示部と、
　前記表示部に対する画像表示制御を実行する制御部を有し、
　前記制御部は、
　フォーカス制御処理の実行時に、前記表示部の表示画像の表示態様を予め設定した設定
情報に従って、三次元画像表示から二次元画像表示に変更する処理を行う撮像装置にある
。
【００１３】
　さらに、本発明の撮像装置の一実施態様において、前記制御部は、フォーカス制御処理
の実行時において、合焦したとの判定に従って、前記表示部の表示画像の表示態様を前記
設定情報に従って変更する処理を行う。
【００１４】
　さらに、本発明の撮像装置の一実施態様において、前記制御部は、フォーカス制御処理
の実行時において、マニュアルフォーカス制御が開始されたとの判定に従って、前記表示
部の表示画像の表示態様を前記設定情報に従って変更する処理を行う。
【００１５】
　さらに、本発明の撮像装置の一実施態様において、前記撮像装置は、前記設定情報とし
て、三次元画像表示の設定と、二次元画像表示の設定が可能な構成であり、前記制御部は
、前記設定情報として二次元画像表示の設定がなされている場合、フォーカス制御処理の
実行時に、前記表示部の表示画像の表示を三次元画像表示から二次元画像表示に切り替え
る処理を行う。
【００１６】
　さらに、本発明の撮像装置の一実施態様において、前記制御部は、前記表示部に二次元
画像を表示する場合、予め設定した設定情報に含まれる利き目情報に従って、左目用画像
または右目用画像から利き目に対応する画像を選択して表示する。
【００１７】
　さらに、本発明の撮像装置の一実施態様において、前記撮像装置は、前記設定情報とし
て、三次元画像表示の設定と、二次元画像表示の設定と、左目用画像と右目用画像の交互
表示の設定が可能であり、前記制御部は、前記設定情報として交互表示の設定がなされて
いる場合、フォーカス制御処理の実行時に、前記表示部の表示画像の表示を三次元画像表
示から交互表示に切り替える処理を行う。
【００１８】
　さらに、本発明の撮像装置の一実施態様において、前記撮像装置は、さらに、二次元画
像の表示が可能なビューファインダを有し、前記制御部は、前記ビューファインダに対す
る画像表示を実行する場合に、前記設定情報に従って、利き目対応画像の二次元画像表示
、または左目用画像と右目用画像の交互表示を実行する。
【００１９】
　さらに、本発明の撮像装置の一実施態様において、前記撮像装置は、さらに、前記ビュ
ーファインダを覗き込むユーザの顔の位置を検出するセンサを有し、前記制御部は、前記
センサの検出情報に基づいて、ユーザの利き目が左目であるか右目であるかを判定し、判
定した利き目情報を前記設定情報として登録する。
【００２０】
　さらに、本発明の第２の側面は、
　撮像装置において表示部に対する表示制御を実行する画像処理方法であり、
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　前記撮像装置は、三次元画像と二次元画像を切り替え表示可能な表示部を有し、
　制御部が、フォーカス制御処理に際して合焦したか否か、またはマニュアルフォーカス
制御が開始されたか否かを判定するステップと、
　前記制御部が、合焦またはマニュアルフォーカス制御の開始を確認した場合、前記表示
部の表示画像の表示態様を予め設定した設定情報に従って、三次元画像表示から二次元画
像表示に変更する処理を行う表示変更ステップと、
　を実行する画像処理方法にある。
【００２１】
　さらに、本発明の第３の側面は、
　撮像装置において表示部に対する表示制御を実行させるプログラムであり、
　前記撮像装置は、三次元画像と二次元画像を切り替え表示可能な表示部を有し、
　制御部に、フォーカス制御処理に際して合焦したか否か、またはマニュアルフォーカス
制御が開始されたか否かを判定させるステップと、
　前記制御部に、合焦またはマニュアルフォーカス制御の開始の確認に応じて、前記表示
部の表示画像の表示態様を予め設定した設定情報に従って、三次元画像表示から二次元画
像表示に変更する処理を行わせる表示変更ステップと、
　を実行させるプログラムにある。
【００２２】
　なお、本発明のプログラムは、例えば、様々なプログラム・コードを実行可能な情報処
理装置やコンピュータ・システムに対して、コンピュータ可読な形式で提供する記憶媒体
、通信媒体によって提供可能なプログラムである。このようなプログラムをコンピュータ
可読な形式で提供することにより、情報処理装置やコンピュータ・システム上でプログラ
ムに応じた処理が実現される。
【００２３】
　本発明のさらに他の目的、特徴や利点は、後述する本発明の実施例や添付する図面に基
づくより詳細な説明によって明らかになるであろう。なお、本明細書においてシステムと
は、複数の装置の論理的集合構成であり、各構成の装置が同一筐体内にあるものには限ら
ない。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明の一実施例の構成によれば、三次元画像と二次元画像の切り替え表示が可能な表
示部を有する撮像装置において、フォーカス制御処理に際して合焦したか否か、またはマ
ニュアルフォーカス制御が開始されたか否かを判定し、合焦した場合、あるいは、マニュ
アルフォーカス制御が開始された場合に、表示部の表示画像の表示態様を予め設定した設
定情報に従って変更する。具体的には、例えば三次元画像表示から二次元画像表示に変更
する処理を行う。この処理により、合焦の確認をより確実に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の一実施例に係る撮像装置の外観構成例について説明する図である。
【図２】本発明の一実施例に係る撮像装置の複数の異なる視点からの画像撮影処理構成に
ついて説明する図である。
【図３】本発明の一実施例に係る撮像装置の表示部（モニタ）とＥＶＦに対する表示処理
例について説明する図である。
【図４】本発明の一実施例に係る撮像装置のハードウェア構成例について説明する図であ
る。
【図５】本発明の一実施例に係る撮像装置の利き目検出用センサの構成および処理例につ
いて説明する図である。
【図６】本発明の一実施例に係る撮像装置のＲＡＭに対する画像データの格納例について
説明する図である。
【図７】本発明の一実施例に係る撮像装置の表示部（モニタ）とＥＶＦに対する表示処理
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例について説明する図である。
【図８】本発明の一実施例に係る撮像装置の表示部（モニタ）に対するメニューおよびＯ
ＳＤ情報の表示処理例について説明する図である。
【図９】本発明の一実施例に係る撮像装置において実行する表示設定処理の全体シーケン
スを示すフローチャートを示す図である。
【図１０】本発明の一実施例に係る撮像装置において実行する表示設定処理に際して表示
部に表示するメニューについて説明する図である。
【図１１】本発明の一実施例に係る撮像装置において実行する表示設定処理のシーケンス
を示すフローチャートを示す図である。
【図１２】本発明の一実施例に係る撮像装置において実行する表示設定処理においてＲＡ
Ｍに記録される設定情報の例について説明する図である。
【図１３】本発明の一実施例に係る撮像装置において実行する処理の全体シーケンスを示
すフローチャートを示す図である。
【図１４】本発明の一実施例に係る撮像装置において実行する再生モード処理のシーケン
スを示すフローチャートを示す図である。
【図１５】本発明の一実施例に係る撮像装置において実行する撮影モード処理のシーケン
スを示すフローチャートを示す図である。
【図１６】本発明の一実施例に係る撮像装置において実行する合焦時の表示処理シーケン
スを示すフローチャートを示す図である。
【図１７】本発明の一実施例に係る撮像装置において実行するマニュアルフォーカス調整
処理時の表示処理シーケンスを示すフローチャートを示す図である。
【図１８】本発明の一実施例に係る撮像装置において実行するＥＶＦ表示処理のシーケン
スを示すフローチャートを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下、図面を参照しながら、本発明の撮像装置、および画像処理方法、並びにプログラ
ムについて説明する。説明は以下の項目順に行う。
　１．撮像装置の構成例について
　２．撮像装置の表示態様設定処理について
　３．撮像装置の実行する撮影および再生処理の具体例について
【００２７】
　　［１．撮像装置の構成例について］
　まず、本発明の撮像装置の構成例について図１以下を参照して説明する。
　図１は、本発明の撮像装置１０の外観を示す図である。図１（ａ）は、撮像装置１０の
正面図、（ｂ）は背面図である。本発明の撮像装置１０は、三次元画像である立体画像（
３Ｄ画像）の表示を行うための画像を撮影可能な構成を持つ。すなわち、異なる視点から
の複数画像を撮影する。図１（ａ）に示すように、２つのレンズ１２，１３がそれぞれ左
右視点の画像を撮り込む。
【００２８】
　三次元画像撮影モードにおいて、ユーザがシャッター１１を押下することで、２つのレ
ンズ１２，１３を介して、２つの異なる視点からの画像が撮影される。撮影画像は、撮像
装置内部のメモリに記録され、これらの２つの異なる視点からの画像を利用した三次元画
像、すなわち立体画像（３Ｄ画像）の表示が行われる。
【００２９】
　図１（ｂ）の背面図に示すように、撮像装置１０の背面には撮像装置のレンズ１２，１
３を介して取得される画像の表示を行う表示部（モニタ）２１が設けられている。表示部
２１には、ユーザ操作によって、レンズ１２，１３を介した画像であるプレビュー画の表
示のみならず、メモリに記録された撮影済み画像の表示や、操作用のメニューやマニュア
ルの表示などにも利用される。
【００３０】



(7) JP 5267421 B2 2013.8.21

10

20

30

40

50

　撮像装置１０の背面には、さらに、撮影時に覗き込むビューファインダであるＥＶＦ（
Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　ｖｉｅｗ　ｆｉｎｄｅｒ）２２が設けられている。ユーザは、撮
影アングルなどを決定する際、表示部（モニタ）２１、あるいはＥＶＦ２２のいずれかを
選択的に利用して、被写体像を確認してシャッター１１を操作して撮影を行う。
【００３１】
　なお、図１に示す例では、離間した位置の２つのレンズ１２，１３を有する構成例を示
したが、１つのレンズのみでも、２つの異なる視点からの画像を撮影することは可能であ
る。図２を参照してこのような装置例について説明する。
【００３２】
　図２（１）は、図１を参照して説明した２つのレンズを有する構成例である。矢印３１
，３２で示す２つの異なる視点からの入力被写体像を撮影する。結果として、２つの異な
る視点からの画像を含む撮影画像３５を得ることができる。
【００３３】
　一方、図２（２）は、１つのレンズの前方にステレオアダプタ４０を装着した構成を示
している。ステレオアダプタ４０の内部には複数の反射板（鏡）が設けられている。矢印
４１，４２で示す２つの異なる視点からの入力被写体像をステレオアダプタ４０内部の反
射板（鏡）によって反射して１つのレンズを介して撮り込む。この結果、２つの異なる視
点からの画像を含む撮影画像４５を得ることができる。このように、立体画像を撮影可能
な撮像装置は様々な構成が可能であり、本発明の撮像装置としてはこのような様々なタイ
プの装置が適用可能である。
【００３４】
　図１（ｂ）を参照して説明したように、撮像装置１０の背面には表示部（モニタ）２１
が設けられている。表示部２１には、プレビュー画像、メモリに記録された撮影済み画像
、さらにユーザ操作用のメニューなどが表示される。
　また、撮像装置１０の背面には撮影時に覗き込むビューファインダであるＥＶＦ（Ｅｌ
ｅｃｔｒｏｎｉｃ　ｖｉｅｗ　ｆｉｎｄｅｒ）２２が設けられている。
【００３５】
　図３に示すように、表示部（モニタ）２１は、三次元画像である立体画像（３Ｄ画像）
と、二次元画像である平面画像（２Ｄ画像）のいずれの表示も可能な構成を持つ。３Ｄ／
２Ｄ切り替え表示処理については後段で詳細に説明する。ＥＶＦ２２は二次元画像である
平面画像（２Ｄ画像）の表示が可能な構成を持つ。表示部（モニタ）２１は、例えば偏光
板やレンチキュラー（プリズムシート）を備えた表示構成や、イメージスプリッタなどの
視差バリアを用いた表示構成を有し、立体画像（３Ｄ画像）の表示の際には、裸眼で立体
画像を観察可能となる。
【００３６】
　次に、図４を参照して本発明の撮像装置１０の内部構成例について説明する。本発明の
撮像装置は、被写体像を入力するレンズ部１１１、レンズ部介して入力する光信号を電気
信号に変換する撮像素子を有する光電変換部１１２、光電変換部１１２の生成する電気信
号を入力して信号処理を実行する信号処理部１１３を有する。なお、レンズ部１１１は、
図１、図２を参照して説明したように、複数のレンズによる構成、あるいは１つのレンズ
による構成のいずれでもよいが、複数の視点からの画像を撮り込むことが可能な構成を持
つ。
【００３７】
　信号処理部１１３では、例えばホワイトバランス調整処理、γ補正処理、補間処理等の
様々な信号処理が実行される。信号処理部１１３の処理結果に基づいて制御部１１７は、
例えばＭｐ（ｍｕｌｔｉ　ｐｉｃｔｕｒｅ）フォーマットに従って左目用画像、右目用画
像の順で記録したＭｐファイルを生成し、ＤＣＦ（ｄｅｓｉｇｎ　ｒｕｌｅ　ｆｏｒ　ｃ
ａｍｅｒａ　ｆｉｌｅ　ｓｙｓｔｅｍ）に従った立体画像表示用データを生成する。
【００３８】
　信号処理部１１３の処理結果としての画像が表示部（モニタ）１２１、ＥＶＦ（Ｅｌｅ
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ｃｔｒｏｎｉｃ　ｖｉｅｗ　ｆｉｎｄｅｒ）１２２に表示される。また、撮影時には、そ
の画像が記憶部１１５や外部メモリ１１６に格納される。なお、画像データの保存方法は
ｍｐフォーマットをサポートしていない機器のために、ｅｘｉｆ（ｅｘｃｈａｎｇｅａｂ
ｌｅ　ｉｍａｇｅ　ｆｉｌｅ　ｆｏｒｍａｔ）のｍａｋｅｒ　ｎｏｔｅを使用した立体画
像の独自形式でも良く、様々な方式が適用可能である。
【００３９】
　操作部１１４は、シャッター１３１、ＥＶＦ切り替え部１３２、フォーカス調整部１３
３、モード／表示設定部１３４を有する。なお、この他にも様々な操作部が存在する。シ
ャッター１３１の操作により画像の撮影が行われる。ＥＶＦ切り替え部１３２は、ビュー
ファインダであるＥＶＦ１２２に対する画像表示のＯＮ／ＯＦＦスイッチである。なお、
ＥＶＦ１２２に対する画像表示を行う場合は、表示部（モニタ）１２１の表示を消す処理
を併せて実行してもよい。フォーカス調整部１３３はユーザ操作によるフォーカス調整部
である。マニュアルフォーカス調整を行う場合に利用される。なお、撮像装置１０は、Ａ
Ｅ（自動露出調整）、ＡＦ（自動フォーカス調整）機能を有しており、これらのオート調
整機能を利用した画像撮影も可能であり、またマニュアル調整による撮影も可能である。
【００４０】
　モード／表示設定部１３４は、例えば、三次元画像の撮影モードと二次元画像の撮影モ
ードの切り替え、さらに屋外、室内、夜景など様々な撮影モードの切り替え、さらに、表
示部（モニタ）１２１やＥＶＦ１２２に対する画像表示の態様を設定するための操作部で
ある。上述したＡＥ，ＡＦ機能を利用したオート撮影モードやマニュアルモードの切り替
えなどの設定にも利用される。
【００４１】
　制御部（ＣＰＵ）１１７は、撮像装置による撮影処理、表示部（モニタ）１２１やＥＶ
Ｆ１２２に対する画像表示処理など、撮像装置において実行する処理の制御を実行する。
なお、制御に必要なプログラムは、例えばＲＯＭ１１８に格納されており、制御部（ＣＰ
Ｕ）１１７はプログラムに従って各種の処理を実行する。
【００４２】
　ＲＡＭ１１９は、制御部（ＣＰＵ）１１７における処理のワークエリアとして利用され
、さらに、様々な設定情報の記憶領域としても利用される。また、画像や各種データの一
時的な記憶領域として利用される。制御部（ＣＰＵ）１１７がＲＯＭ１１８に格納された
プログラムを実行する場合、そのプログラムをＲＡＭ１１９上に展開してプログラムに従
った処理を行う。
【００４３】
　表示部（モニタ）１２１は、図１に示す表示部（モニタ）２１に対応する。例えば液晶
表示装置によって構成される。表示部（モニタ）１２１には、レンズ部１１１を介して取
得される画像（プレビュー画像）が表示される。さらに、記憶部１１５や外部メモリ１１
６から読み出された撮影済みの画像の表示にも利用される。さらに、メニュー画面、操作
画面などの表示もなされる。表示部（モニタ）１２１は、例えばタッチパネル機能を有し
た構成としてユーザ入力部として機能する構成としてもよい。
【００４４】
　表示部（モニタ）１２１は、立体画像（３Ｄ画像）と平面画像（２Ｄ画像）の切り替え
表示が可能な構成を持つ表示部である。前述したように例えば偏光板やレンチキュラー（
プリズムシート）を備えた表示構成や、イメージスプリッタなどの視差バリアを用いた表
示構成を有し、裸眼で立体画像を観察可能な表示部として構成される。
【００４５】
　表示部（モニタ）１２１の立体画像（３Ｄ画像）と平面画像（２Ｄ画像）の表示の切り
替えは、制御部１１７の制御により、撮像装置の状態に応じて自動的に行われる。この処
理の詳細については後段で説明する。
【００４６】
　ＥＶＦ１２２は、図１に示すＥＶＦ２２に対応する。例えば液晶表示装置によって構成
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される。ＥＶＦ切り替え部１３２を操作することで、ＥＶＦ１２２に、レンズ部１１１を
介して取得される画像（プレビュー画像）が表示される。
【００４７】
　前述したようにユーザは、撮影アングルなどを決定する際、表示部（モニタ）１２１、
あるいはビューファインダであるＥＶＦ１２２のいずれかを選択的に利用して、被写体像
を確認して撮影を行うことができる。
【００４８】
　電源１２３は、撮像装置に対する電力供給部であり、例えばバッテリーが装着される。
　センサ１２４はＥＶＦ１２２を覗き込むユーザの目あるいは顔の位置を判別してユーザ
の利き目が左目であるか右目であるかを判別する処理を行うセンサである。制御部１１７
は、センサ１２４からの検出情報を入力してＥＶＦ１２２を覗き込む目を判定し、その目
を利き目であると判定する。
【００４９】
　センサ１２４の一構成例について図５を参照して説明する。センサ１２４は、図５に示
すように例えば撮像装置の左右の両端部に設けた光センサによって構成される。図５に示
すセンサＬ１５１、センサＲ１５２である。
【００５０】
　図５（Ａ）に示すように、ユーザが右目でＥＶＦ１２２を覗き込む場合、センサＬ１５
１、センサＲ１５２は顔領域２０１によって覆い隠される。一方、図５（Ｂ）に示すよう
に、ユーザが左目でＥＶＦ１２２を覗き込む場合、センサＲ１５２のみが顔領域２０１に
よって覆い隠される。顔領域２０１はユーザの後頭部を示している。
【００５１】
　センサＬ１５１、センサＲ１５２により、この２つの状態を判別することで、ユーザが
どちらの目でＥＶＦ１２２を覗き込んでいるかを判別する。センサ検出情報は、制御部１
１７に入力され、予め設定されたプログラムに従ってセンサ検出情報に従って、ＥＶＦ１
２２を覗き込んでいる目が左目であるか右目であるかを判定し、その目を利き目であると
判定する。なお、図５に示す例は、センサの一構成例であり、その他の構成を利用しても
よい。
【００５２】
　前述したように、表示部（モニタ）１２１は、立体画像（３Ｄ画像）と平面画像（２Ｄ
画像）の切り替え表示が可能な構成を持つ表示部である。表示部１２１は、偏光板やレン
チキュラー（プリズムシート）を備えた表示構成や、イメージスプリッタなどの視差バリ
アを用いた表示構成を有する。表示部（モニタ）１２１に対する立体画像（３Ｄ画像）の
表示が行われる場合、表示部（モニタ）１２１には左目用画像（Ｌ画像）と、右目用画像
（Ｒ画像）の２つの画像を利用した表示処理を実行する。ユーザは両眼で表示部（モニタ
）１２１を観察するが、ユーザの左目には左目用画像（Ｌ画像）のみが観察され、ユーザ
の右目には右目用画像（Ｒ画像）のみが観察されるような表示処理が行われる。この処理
により、ユーザは画像を立体画像（３Ｄ画像）として観察することになる。
【００５３】
　表示部（モニタ）１２１に対する平面画像（２Ｄ画像）の表示が行われる場合、表示部
（モニタ）１２１には、Ｒ画像またはＬ画像いずれか一方の画像が供給される。この場合
、ユーザは平面的な平面画像（２Ｄ画像）を観察する。
【００５４】
　なお、ビューファインダであるＥＶＦ１２２は片目のみで覗き込む構成であり、立体画
像の表示は行われない。ＥＶＦ１２２にはＲ画像またはＬ画像いずれか一方の画像が供給
される。この場合、ユーザは平面的な平面画像（２Ｄ画像）を観察する。
【００５５】
　このような画像の選択的供給構成について、図６、図７を参照して説明する。表示部（
モニタ）１２１、およびＥＶＦ１２２に表示されるデータは、例えば、レンズ部１１１を
介して取得される画像データ（プレビュー画像）、あるいは、記憶部１１５、外部メモリ
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１１６に格納された撮影済み画像データや、メニューデータ等である。なおメニューデー
タ等はＲＯＭ１１８から読み出される場合もある。
【００５６】
　これらの表示制御は、制御部１１１によって実行される。表示部（モニタ）１２１また
はＥＶＦ１２２に対して画像を表示する場合、図６に示すように表示予定の画像データは
、ＲＡＭ１１９に一時的に保持（バッファ）される。その後、ＲＡＭ１１９から、表示部
（モニタ）１２１またはＥＶＦ１２２に画像データが供給される。
【００５７】
　表示部（モニタ）１２１に立体画像（３Ｄ画像）表示を行う場合、図６のＲＡＭ１１９
（ａ）に示すように、ＲＡＭ１１９はＬ画像バッファ、Ｒ画像バッファの２つの領域に分
割され、それぞれに左目用画像（Ｌ画像）と、右目用画像（Ｒ画像）を納する。これらの
２つの画像が表示部（モニタ）１２１に供給されて立体画像（３Ｄ画像）表示が行われる
。
【００５８】
　一方、表示部（モニタ）１２１に平面画像（２Ｄ画像）表示を行う場合、図６のＲＡＭ
１１９（ｂ）に示すように、ＲＡＭ１１９はＬ画像またはＲ画像のいずれか一方の画像を
格納する単一画像バッファとして設定される。この１つの画像が表示部（モニタ）１２１
に供給されて平面画像（２Ｄ画像）表示が実行される。
【００５９】
　ビューファインダであるＥＶＦ１２２は片目のみで覗き込む構成であり、立体画像の表
示は行われない。従って、ＥＶＦ１２２に対する画像表示を行う場合は、図６のＲＡＭ１
１９（ｂ）に示すように、ＲＡＭ１１９はＬ画像またはＲ画像のいずれか一方の画像を格
納する単一画像バッファとして設定される。この１つの画像がＥＶＦ１２２に供給されて
平面画像（２Ｄ画像）表示が実行される。
【００６０】
　図７を参照して、表示部（モニタ）１２１とＥＶＦ１２２に対する表示処理を行う場合
のＲＡＭの利用例について説明する。
　図７には、
　（ａ）表示部（モニタ）に対する表示処理
　（ｂ）ＥＶＦに対する表示処理
　これらの表示処理を行う場合のデータの流れを示している。
【００６１】
　まず、図７（ａ）表示部（モニタ）に対する表示処理について説明する。
　図７（ａ）に示すシーケンスは、表示部（モニタ）に対する立体画像（３Ｄ画像）の表
示処理シーケンスを示している。
【００６２】
　表示部（モニタ）に表示するデータ中、立体画像（３Ｄ画像）の表示対象となるデータ
は、レンズ部を介して取得する画像（プレビュー画像）、または撮影済みの記憶部に格納
された画像、またはＲＯＭを含む記憶部に格納されたメニュー画像である。
【００６３】
　図７（ａ）に示す最上段のデータは、立体画像（３Ｄ画像）の表示対象となるデータを
示している。これらには、図に示すように、左目視点撮影画像、右目視点撮影画像、さら
にメニュー用画像データが含まれる。本発明の撮像装置は、メニュー表示も立体画像（３
Ｄ画像）として表示可能な設定である。
【００６４】
　メニューの立体表示処理例について図８を参照して説明する。具体的には、図８に示す
ように、表示部（モニタ）に表示するメニューやＯＳＤ（Ｏｎ　Ｓｃｒｅｅｎ　Ｄｉｓｐ
ｌａｙ）情報について立体表示を行う。図８（ａ）に示すように例えばユーザの選択した
メニューデータや、図８（ｂ）に示すように特定のＯＳＤ情報を他のデータより前方に見
えるような表示を行う。この表示は、通常の立体画像表示と同様、左目用データと、右目
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用データ、例えば左目用メニュー画像データと右目用メニュー画像データを利用して行う
。
【００６５】
　撮像装置のＲＯＭまたは記憶部には、左目用メニュー画像データと右目用メニュー画像
データ、さらに左目用ＯＳＤ情報画像データと右目用ＯＳＤ情報画像データなど立体表示
用の画像データが予め記録されている。例えば図８（ａ）に示すような立体表示を行う場
合には、左目用メニュー画像データと右目用メニュー画像データを利用した表示処理を行
う。
【００６６】
　図７に戻り、図７（ａ）表示部（モニタ）に対する表示処理についての説明を続ける。
図７（ａ）の最上段に示す表示用データは、ＲＡＭ１１９に供給される。立体画像表示を
行う場合、ＲＡＭ１１９は、図６を参照して説明したように、Ｌ画像バッファ、Ｒ画像バ
ッファに区分される。
【００６７】
　立体画像表示を行う場合、ＲＡＭ１１９のＬ画像バッファには、左目視点撮影画像に基
づいて生成される３Ｄ表示対応左目用画像が格納され、ＲＡＭ１１９のＲ画像バッファに
は、右目視点撮影画像に基づいて生成される３Ｄ表示対応右目用画像が格納される。これ
らのＲＡＭ１１９に格納された３Ｄ表示対応左目用画像と、３Ｄ表示対応右目用画像が表
示部（モニタ）に表示され、立体画像（３Ｄ画像）の表示処理が行われる。
【００６８】
　また、図８に示すような立体画像としたメニュー表示を行う場合は、ＲＡＭ１１９のＬ
画像バッファには、３Ｄ表示対応左目用メニュー画像を格納し、ＲＡＭ１１９のＲ画像バ
ッファには、３Ｄ表示対応右目用メニュー画像を格納する。これらの画像は、予め撮像装
置のＲＯＭまたは記憶部に格納されたデータである。
【００６９】
　これらのＲＡＭ１１９に格納された３Ｄ表示対応左目用メニュー画像と、３Ｄ表示対応
右目用メニュー画像が表示部（モニタ）に表示され、立体画像（３Ｄ画像）としてのメニ
ュー表示処理が行われる。
【００７０】
　一方、図７（ｂ）は、ＥＶＦに対する表示処理について説明する図である。ＥＶＦは片
目でのみ観察する構造であるので立体画像表示は行われない。この場合、ＲＡＭ１１９は
、先に図６を参照して説明したようにＬ画像またはＲ画像のいずれか一方の画像を格納す
る単一画像バッファとして設定される。この１つの画像がＥＶＦに供給され平面画像（２
Ｄ画像）表示が実行される。
【００７１】
　図７（ｂ）の最上段に示すデータは、図７（ａ）に示すと同様のデータである。図７（
ｂ）に示す例は、画像表示を行う場合右目視点撮影画像のみを利用した例である。ＲＡＭ
１１９の単一画像バッファには、右目視点撮影画像に基づいて生成される右目用画像を格
納する。このＲＡＭ１１９に格納された右目用画像がＥＶＦに提供され、平面画像（２Ｄ
画像）の表示処理が行われる。
【００７２】
　また、メニュー表示を行う場合は、ＲＡＭ１１９の単一画像バッファには、右目用メニ
ュー画像を格納する。この画像がＥＶＦに提供され、平面画像（２Ｄ画像）としてのメニ
ュー表示処理が行われる。
【００７３】
　なお、図７（ｂ）に示す例は、画像、メニューとも右目用データを用いた処理例である
が、左目用データを用いた処理としてもよい。また、ユーザの利き目情報に基づいて利き
目に対応するデータを用いた処理を実行してもよい。
　また、図７（ｂ）に示す例は、ＥＶＦに対する平面画像の表示処理例であるが、表示部
（モニタ）に対する平面画像の表示を行う場合は、図７（ｂ）に最下段に示すＥＶＦを表
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示部（モニタ）として、図７（ｂ）に示す処理が行われる。
【００７４】
　　［２．撮像装置の表示態様設定処理について］
　上述したように、本発明の撮像装置は、
　表示部（モニタ）に対しては、立体画像（３Ｄ画像）と平面画像（２Ｄ画像）の切り替
え表示を行い、ＥＶＦには平面画像（２Ｄ画像）表示を行う。
　なお、平面表示（２Ｄ表示）には、図７（ｂ）を参照して説明したように、Ｌ画像、ま
たはＲ画像のみを継続的に表示する手法の他、Ｌ画像とＲ画像を例えば数秒間隔で交互に
表示する態様がある。交互表示はフリップ（ｆｌｉｐ）表示とも呼ばれる。交互表示は、
例えば左視点画像と右視点画像を個別に確認したい場合などに利用される。
【００７５】
　表示部（モニタ）およびＥＶＦに対する画像表示をどのような表示態様で実行するかに
ついては、予めユーザが設定することができる。以下では、この表示態様設定処理につい
て説明する。
【００７６】
　図９は、表示設定処理の全体シーケンスを示すフローチャートである。なお、以下にお
いて説明するフローチャートに従った処理は、予めＲＯＭ等に記録されたプログラムに従
って制御部１１７の制御の下に実行される処理である。
【００７７】
　図９に示すフローの各ステップの処理について説明する。
　まず、ステップＳ１０１において、表示設定キー操作の有無を判定する。これは、例え
ば図４に示すモード／表示設定部１３４のキー操作が行われたか否かの検出処理である。
表示設定キーの操作が行われると、ステップＳ１０２に進み、表示設定処理を実行する。
この表示設定処理の詳細については、後段で図１１を参照して説明する。なお、ステップ
Ｓ１０２の表示設定処理に際しては、表示部に様々な設定メニュー（図１０参照）が表示
され、メニューを利用した処理が実行される。
【００７８】
　ステップＳ１０１において、表示設定キーの操作が無いと判定した場合、および、ステ
ップＳ１０２の表示設定処理が完了した場合は、ステップＳ１０３に進む。ステップＳ１
０３では、ＥＶＦ表示要求の有無を判定する。これは、例えば図４に示すＥＶＦ切り替え
部１３２に対するユーザ操作情報の検出処理として行われる。あるいは図４に示すセンサ
１２４の検出情報に基づいてユーザがＥＶＦを覗き込んでいるか否かの判定処理に基づい
て実行してもよい。例えば図５を参照して説明したセンサの検出情報に基づいてユーザが
ＥＶＦを覗き込んでいることが確認された場合は、ＥＶＦ表示要求有りと判定する。ユー
ザがＥＶＦを覗き込んでいることが確認されない場合は、ＥＶＦ表示要求無しと判定する
。
【００７９】
　ステップＳ１０３の判定がＹｅｓ、すなわち、ＥＶＦ表示要求が有ると判定した場合は
、ステップＳ１０４に進み、ＥＶＦ表示処理を実行する。この場合、表示部（モニタ）の
表示は停止してもよい。ステップＳ１０３の判定がＮｏ、すなわち、ＥＶＦ表示要求がな
い場合は処理を終了する。なお、ＥＶＦ表示処理が実行されていない期間は、表示部（モ
ニタ）に対する表示処理が実行される。表示されるデータは、例えばレンズを介して取得
される画像（プレビュー画像）や、ユーザ操作に応じて表示されるメニュー画面等である
。
【００８０】
　次に、ステップＳ１０２の表示設定処理の詳細について図１０、図１１を参照して説明
する。
　図１０は、表示設定処理に際して利用されるメニュー画面を示している。これらのメニ
ュー画面が表示部（モニタ）に表示され、モード／表示設定部１３４のユーザ操作により
、設定が決定される。
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【００８１】
　図１０（ａ）設定メニュー１は、［利き目設定メニュー］である。
　これは、ユーザが利き目情報を入力するためのメニューである。ユーザは「右」、ある
いは「左」の利き目情報を入力する。なお、先に図５を参照して説明したように、ＥＶＦ
の覗き込み時のセンサ検出により、ユーザの利き目を判定することも可能であり、ユーザ
による入力設定の代わりにセンサ検出情報を用いて利き目を判定して、その判定情報に基
づいて設定を行ってもよい。
【００８２】
　図１０（ｂ）設定メニュー２は、［合焦時表示設定メニュー］である。
　これは、表示部（モニタ）に対する画像（プレビュー画像）の合焦時の表示態様を決定
するためのメニューである。通常のプレビュー画像は立体画像（３Ｄ）表示としている場
合でも、合焦時の画像だけは、撮影画像を精度良く確認するために平面画像（２Ｄ）で確
認したいユーザがいる。あるいは左視点画像と右視点画像を個別に確認したいといったユ
ーザもいる。こりような様々な要求に応えるため、本発明の撮像装置は、合焦時の表示部
（モニタ）の表示画像を、
　立体画像（３Ｄ画像）、
　平面画像（２Ｄ画像）、
　交互表示画像（フリップ（ｆｌｉｐ））
　これらの３種類の表示態様から選択することを可能な設定としている。
【００８３】
　図１０（ｃ）設定メニュー３は、［ＥＶＦ表示設定メニュー］である。
　ＥＶＦに対しては、立体画像の表示は行わないが、ＥＶＦ表示画像について、
　平面画像（２Ｄ画像）、
　交互表示画像（フリップ（ｆｌｉｐ））
　これらの２種類の表示態様からの選択を可能な設定としている。
【００８４】
　図１１に示すフローチャートを参照して、図１０に示すメニューを利用した表示設定処
理の詳細シーケンスについて説明する。なお、図１１に示すフローチャートは、図９に示
すフローのステップＳ１０２の処理の詳細に対応する。
【００８５】
　図１１に示すフローチャートの各ステップの処理について説明する。
　まず、ステップＳ２０１において、ユーザの利き目が左目であるか右目であるかを判定
する。この判定処理は、図１０に示す（ａ）設定メニュー１［利き目設定メニュー］に対
するユーザ入力情報、あるいは先に図５を参照して説明したセンサの検出情報に基づいて
判定する。
【００８６】
　ユーザの利き目が左目であると判定した場合は、ステップＳ２０２に進み、
　ＲＡＭの記録情報として設定された利き目設定情報（ｆ＿ｅｙｅ）に左（ｌｅｆｔ）を
示すフラグを設定する。
　図１２に示すように、ＲＡＭ１１９には表示態様設定情報の記録領域を有する。具体的
には、
　利き目設定情報（ｆ＿ｅｙｅ）
　合焦時表示設定情報（ｆ＿ｆｏｃｕｓ）
　ＥＶＦ表示設定情報（ｆ＿ｅｖｆ）
　これらの設定情報がＲＡＭ１１９に記録される。制御部１１７は、これらの設定情報に
従って表示部（モニタ）とＥＶＦの表示態様を決定して表示処理を行う。
【００８７】
　図１２に示すように、
　利き目設定情報（ｆ＿ｅｙｅ）は左目（ｌｅｆｔ）と右目（ｒｉｇｈｔ）の設定が可能
な構成を持つ。例えばフラグの値として左目（ｌｅｆｔ）＝０、右目（ｒｉｇｈｔ）＝１
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の対応付けがなされており、いずれかのフラグ設定が行なわれる。
【００８８】
　合焦時表示設定情報（ｆ＿ｆｏｃｕｓ）は、立体表示（３Ｄ）と、平面表示（２Ｄ（ｆ
ｌａｔ））と、交互表示（フリップ（ｆｌｉｐ））の設定が可能な構成を持つ。例えばフ
ラグの値として立体表示（３Ｄ）＝２、平面表示（２Ｄ（ｆｌａｔ））＝０、交互表示（
フリップ（ｆｌｉｐ））＝１の対応付けがなされており、いずれかのフラグ設定が行なわ
れる。なお、平面表示（２Ｄ（ｆｌａｔ））は利き目側の画像を用いた平面表示として実
行される。
【００８９】
　ＥＶＦ表示設定情報（ｆ＿ｅｖｆ）は、利き目平面表示（２Ｄ（ｆｌａｔ））と、交互
表示（フリップ（ｆｌｉｐ））の設定が可能な構成を持つ。例えばフラグの値として利き
目平面表示（２Ｄ（ｆｌａｔ））＝０、交互表示（フリップ（ｆｌｉｐ））＝１の対応付
けがなされており、いずれかのフラグ設定が行なわれる。
【００９０】
　図１１に示すフローチャートに戻り、各ステップの処理について説明する。ステップＳ
２０１において、ユーザの利き目が左目であると判定した場合は、ステップＳ２０２に進
み、ＲＡＭの記録情報として設定された利き目設定情報（ｆ＿ｅｙｅ）に左（ｌｅｆｔ）
を示すフラグを設定する。一方、ステップＳ２０１において、ユーザの利き目が右目であ
ると判定した場合は、ステップＳ２０３に進み、ＲＡＭの記録情報として設定された利き
目設定情報（ｆ＿ｅｙｅ）に右（ｒｉｇｈｔ）を示すフラグを設定する。
【００９１】
　次に、ステップＳ２０４において、合焦時の立体画像表示の要求の有無を判定する。こ
の判定処理は、図１０に示す（ｂ）設定メニュー２［合焦時表示設定メニュー］に対する
ユーザ入力情報に基づいて判定する。ユーザ要求が「立体（３Ｄ）」である場合、ステッ
プＳ２０４の判定はＹｅｓとなる。それ以外は、Ｎｏとなる。
【００９２】
　ユーザ要求が「立体（３Ｄ）」であり、ステップＳ２０４の判定がＹｅｓの場合は、ス
テップＳ２０５に進む。
　ステップＳ２０５では、ＲＡＭの記録情報として設定された合焦時表示設定情報（ｆ＿
ｆｏｃｕｓ）に立体（３Ｄ）を示すフラグを設定する。
【００９３】
　一方、ユーザ要求が「立体（３Ｄ）」以外であり、ステップＳ２０４の判定がＮｏの場
合は、ステップＳ２０６に進む。
　ステップＳ２０６では、さらに、合焦時の画像交互表示の要求の有無を判定する。この
判定処理も、図１０に示す（ｂ）設定メニュー２［合焦時表示設定メニュー］に対するユ
ーザ入力情報に基づいて判定する。ユーザ要求が「交互表示」である場合、ステップＳ２
０６の判定はＹｅｓとなる。「平面（２Ｄ）」の場合は、Ｎｏとなる。
【００９４】
　ユーザ要求が「交互表示」であり、ステップＳ２０６の判定がＹｅｓの場合は、ステッ
プＳ２０７に進む。
　ステップＳ２０７では、ＲＡＭの記録情報として設定された合焦時表示設定情報（ｆ＿
ｆｏｃｕｓ）に交互表示（ｆｌｉｐ）を示すフラグを設定する。
【００９５】
　一方。ユーザ要求が「平面（２Ｄ（ｆｌａｔ））」であり、ステップＳ２０６の判定が
Ｎｏの場合は、ステップＳ２０８に進む。
　ステップＳ２０８では、ＲＡＭの記録情報として設定された合焦時表示設定情報（ｆ＿
ｆｏｃｕｓ）に利き目平面表示（２Ｄ（ｆｌａｔ））を示すフラグを設定する。
【００９６】
　次に、ステップＳ２０９において、ＥＶＦの表示態様要求が「交互表示（ｆｌｉｐ）」
であるか「利き目表示」であるかを判定する。この判定処理は、図１０に示す（ｃ）設定
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メニュー３［ＥＶＦ表示設定メニュー］に対するユーザ入力情報に基づいて判定する。ユ
ーザ要求が「交互表示（ｆｌｉｐ）」である場合、ステップＳ２１０に進み、「利き目表
示」である場合は、ステップＳ２１１に進む。
【００９７】
　ユーザ要求が「交互表示」であり、ステップＳ２１０に進んた場合、ＲＡＭの記録情報
として設定されたＥＶＦ表示設定情報（ｆ＿ｅｖｆ）に交互表示（ｆｌｉｐ）を示すフラ
グを設定する。
【００９８】
　一方、ユーザ要求が「利き目表示」であり、ステップＳ２１１に進んだ場合、ＲＡＭの
記録情報として設定されたＥＶＦ表示設定情報（ｆ＿ｅｖｆ）に利き目平面表示（２Ｄ（
ｆｌａｔ））を示すフラグを設定する。
　以上の処理によって表示設定処理が終了する。
【００９９】
　これらの処理により、図１２に示すＲＡＭ１１９の設定情報として以下の情報が記録さ
れる。
　利き目設定情報（ｆ＿ｅｙｅ）＝左目（ｌｅｆｔ）、または右目（ｒｉｇｈｔ）、
　合焦時表示設定情報（ｆ＿ｆｏｃｕｓ）＝立体表示（３Ｄ）、または利き目平面表示（
２Ｄ（ｆｌａｔ））、または交互表示（フリップ（ｆｌｉｐ））、
　ＥＶＦ表示設定情報（ｆ＿ｅｖｆ）＝利き目平面表示（２Ｄ（ｆｌａｔ））、または交
互表示（フリップ（ｆｌｉｐ））
　これらの各設定登録情報がＲＡＭ１１９に記録されることになる。制御部１１７は、こ
の設定時用法を利用した表示制御を実行する。
【０１００】
　　［３．撮像装置の実行する撮影および再生処理の具体例について］
　次に、本発明の撮像装置において実行する撮影および再生処理の具体例について説明す
る。特に、表示部（モニタ）とＥＶＦに対する表示制御処理を中心として説明する。
【０１０１】
　図１３は、撮像装置の実行する動作の全体シーケンスを説明するフローチャートである
。
　まず、ステップＳ３０１においてスイッチオンされ、電源１２３（図４参照）からの電
力供給が開始される。
　ステップＳ３０２において、制御部１１７は、ＲＯＭ１１８に格納されたプログラムを
ＲＡＭ１１９に展開してプログラムに従った処理を開始する。
【０１０２】
　ステップＳ３０３において、起動モードを確認する。なお、起動モードには撮影処理を
実行する撮影モード処理と、再生処理を実行する再生モード処理がある。いずれのモード
にも設定されない場合は、電力供給を低下させるパワーセーブモードに移行することにな
る。
【０１０３】
　ステップＳ３０４において、起動モードが再生モードであると判定した場合は、ステッ
プＳ３５０に進み、再生モード処理を実行する。
　ステップＳ３０４において、起動モードが再生モードでないと判定した場合は、ステッ
プＳ３０５に進み、ステップＳ３０５において、起動モードが撮影モードであるかを判定
する。撮影モードであると判定すると、ステップＳ３８０に進み、撮影モード処理を実行
する。
【０１０４】
　ステップＳ３０５において、起動モードが撮影モードでないと判定すると、ステップＳ
３０６に進み、パワーセーブモードに移行する。その後、逐次、モード変更に応じた処理
が行われる。
【０１０５】
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　次に、ステップＳ３５０の再生モード処理の詳細シーケンスについて図１４に示すフロ
ーチャートを参照して説明する。
【０１０６】
　ステップＳ３５１において、ユーザの入力を検出する。ユーザ入力には例えば再生画像
の指定情報、あるいは再生モード終了要求などがある。
　例えば再生画像の指定情報を入力すると、ステップＳ３５２において、再生指定のあっ
た画像データを記憶部１１５、あるいは外部メモリ１１６から読み出す。
【０１０７】
　次に、ステップＳ３５３において、読み出し画像データをＲＡＭ１１９上に展開する。
　さらに、ステップＳ３５４において、読み出し画像のリサイズ処理を実行する。これは
、例えば表示部（モニタ）１２１に表示する画像数に応じた表示画像のサイズ調整処理で
ある。
【０１０８】
　その後、ステップＳ３５５においてリサイズ処理のなされた画像を表示部（モニタ）１
２１に表示する。
　その後、ステップＳ３５１に戻り、再生モード終了要求の無い限り、ステップＳ３５２
以下を繰り返す。
　ステップＳ３５１において、再生モード終了要求が検出されると再生モードを終了する
。
【０１０９】
　次に、図１３に示す全体シーケンス中のステップＳ３８０の撮影モード処理の詳細シー
ケンスについて図１５に示すフローチャートを参照して説明する。
【０１１０】
　ステップＳ３８１において、ユーザの入力を検出する。ユーザ入力には例えばシャッタ
ーの半押し情報、あるいは撮影モード終了要求などがある。
　例えばシャッターの半押し情報を入力すると、ステップＳ３８２において、レンズ部１
１１を介して入力する画像データに対する信号処理を行う。これは、信号処理部１１３に
おいて実行される。
【０１１１】
　次に、ステップＳ３８３において、信号処理済み画像を出して画像バッファであるＲＡ
Ｍ１１９に展開する。
　さらに、ステップＳ３８４において、読み出し画像のリサイズ処理を実行する。撮影画
像サイズや、表示部（モニタ）１２１に表示する画像数に応じた表示画像のサイズ調整処
理である。
【０１１２】
　その後、ステップＳ３８５において、シャッターの深押しが検出されたか否かを判定す
る。
　シャッターの深押しが検出された場合は、ステップＳ３９１に進む。
　ステップＳ３９１では、撮影処理が実行され、撮影画像の圧縮処理が行われる。
　その後、ステップＳ３９２において、撮影画像を記憶部１１５、あるいは外部メモリ１
１６に記録する処理が行われる。
【０１１３】
　ステップＳ３８５において、シャッターの深押しが検出されない場合、および、ステッ
プＳ３９２における撮影画像の記録処理の完了後は、ステップＳ３８６において表示部（
モニタ）に対する画像（プレビュー画像）を表示する処理が継続して実行される。
【０１１４】
　なお、ステップＳ３８５においてシャッターの深押しが検出され、ステップＳ３９１、
Ｓ３９２において撮影画像の記録処理が行われると、表示部（モニタ）１２１の表示は立
体表示に自動的に戻り、記録された画像を一定時間表示（オートレビュー）するオートレ
ビュー処理が行われる。一定時間のオートレビュー処理が行われた後は、レンズ部１１１
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より順次読み出された映像信号を順次更新しながら立体表示を行うプレビュー表示の定常
状態に戻ることになる。
【０１１５】
　次に、撮影処理に際して実行される表示部（モニタ）１２１に対する画像表示制御処理
のシーケンスについて、図１６に示すフローチャートを参照して説明する。ユーザがシャ
ッターの半押しを行うと、自動焦点合わせ（ＡＦ）機能が動作して合焦処理を開始する。
図１６に示すフローチャートは、この合焦処理開始後に行われる表示制御処理シーケンス
を説明するフローチャートである。
【０１１６】
　ステップＳ５０１において、合焦、すなわち被写体に対するフォーカスが合ったか否か
が判定される。例えば一般的な合焦処理として行われるコントラスト検出法により合焦の
有無が判定される。
【０１１７】
　合焦がなされていない場合は、ステップＳ５０１の判定はＮｏとなり、ステップＳ５０
２に進む。ステップＳ５０２ではレンズを介して入力する画像（プレビュー画像）が表示
部（モニタ）に立体画像（３Ｄ画像）として表示される。
　図１６のステップＳ５０２の下部には、ステップＳ５０２において表示部（モニタ）に
表示する（ａ）立体表示画像の例を示している。
【０１１８】
　合焦がされた場合は、ステップＳ５０１の判定はＹｅｓとなり、ステップＳ５０３に進
む。ステップＳ５０３では、先に図１０～図１２を参照して説明した設定情報をＲＡＭ１
１９から取得する。ここでは、合焦時表示設定情報（ｆ＿ｆｏｃｕｓ）を取得する。
【０１１９】
　先に説明したように、合焦時表示設定情報（ｆ＿ｆｏｃｕｓ）には、
　立体表示（３Ｄ）、
　利き目平面表示（２Ｄ（ｆｌａｔ））、
　交互表示（フリップ（ｆｌｉｐ））、
　これらの３種類の設定がある。
【０１２０】
　合焦時表示設定情報（ｆ＿ｆｏｃｕｓ）＝立体表示（３Ｄ）である場合は、ステップＳ
５０４に進む。
　合焦時表示設定情報（ｆ＿ｆｏｃｕｓ）＝利き目平面表示（２Ｄ（ｆｌａｔ））である
場合は、ステップＳ５０５に進む。
　合焦時表示設定情報（ｆ＿ｆｏｃｕｓ）＝交互表示（フリップ（ｆｌｉｐ））である場
合は、ステップＳ５０６に進む。
【０１２１】
　ステップＳ５０３の設定情報判定処理において、
　合焦時表示設定情報（ｆ＿ｆｏｃｕｓ）＝立体表示（３Ｄ）
　であると判定した場合は、ステップＳ５０４に進み、表示部（モニタ）１２１に対して
、左右画像を利用した立体画像表示処理を実行する。なお、この場合、先に図６、図７を
参照して説明したように、ＲＡＭ１１９には立体画像表示に適用するためのＬ画像、Ｒ画
像が展開され、これらの２つの異なる視点画像を用いて立体画像表示処理が行われる。な
お、この表示に際して、合焦されたことを示す合焦枠（フォーカス枠）が併せて表示され
る。
　図１６のステップＳ５０４の下部には、ステップＳ５０４において表示部（モニタ）に
表示する（ｂ）立体表示（合焦枠表示）画像の例を示している。
【０１２２】
　ステップＳ５０３の設定情報判定処理において、
　合焦時表示設定情報（ｆ＿ｆｏｃｕｓ）＝利き目平面表示（２Ｄ（ｆｌａｔ））
　であると判定した場合は、ステップＳ５０５に進み、表示部（モニタ）１２１に対して
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、利き目側の画像を利用した利き目平面表示（２Ｄ（ｆｌａｔ））処理を実行する。なお
、この場合、先に図６、図７を参照して説明したように、ＲＡＭ１１９には平面画像表示
に適用するためのＬ画像またはＲ画像の一方の画像（利き目側の画像）が展開され、この
利き目側の画像を用いて平面表示処理が行われる。なお、この表示に際して、合焦された
ことを示す合焦枠（フォーカス枠）が併せて表示される。
　図１６のステップＳ５０５の下部には、ステップＳ５０５において表示部（モニタ）に
表示する（ｃ）平面表示（合焦枠表示）画像の例を示している。
【０１２３】
　ステップＳ５０３の設定情報判定処理において、
　合焦時表示設定情報（ｆ＿ｆｏｃｕｓ）＝交互表示（フリップ（ｆｌｉｐ））
　であると判定した場合は、ステップＳ５０６に進み、表示部（モニタ）１２１に対して
、左右画像を利用した交互表示（フリップ（ｆｌｉｐ））を実行する。なお、この場合、
ＲＡＭ１１９には交互表示に適用するためのＬ画像またはＲ画像の一方の画像（利き目側
の画像）がシーケンシャルに順次展開される。これらの画像を順次適用して、平面表示処
理が行われる。なお、この表示に際して、合焦されたことを示す合焦枠（フォーカス枠）
が併せて表示される。
　図１６のステップＳ５０６の下部には、ステップＳ５０６において表示部（モニタ）に
表示する（ｄ）交互表示（合焦枠表示）画像の例を示している。
【０１２４】
　図１６を参照して説明した処理は、オートフォーカス制御の場合であるが、前述したよ
うに撮像装置は、マニュアル（手動）でフォーカス制御を行うことが可能である。ユーザ
は、フォーカス調整部１３３（図４参照）を操作することでフォーカス調整をマニュアル
に切り替えて調整することができる。
【０１２５】
　このマニュアルフォーカス調整を行う場合の表示部（モニタ）に対する画像表示制御処
理のシーケンスについて、図１７に示すフローチャートを参照して説明する。
　ステップＳ５１１において、マニュアルフォーカス調整が開始されたか否かを判定する
。この判定処理は、フォーカス調整部１３３（図４参照）の操作の有無によって判定する
。
【０１２６】
　マニュアルフォーカス調整が開始されていない場合は、ステップＳ５１１の判定はＮｏ
となり、ステップＳ５１２に進む。ステップＳ５１２ではレンズを介して入力する画像（
プレビュー画像）が表示部（モニタ）に立体画像（３Ｄ画像）として表示される。
　図１７のステップＳ５１２の下部には、ステップＳ５１２において表示部（モニタ）に
表示する（ａ）立体表示画像の例を示している。
【０１２７】
　マニュアルフォーカス調整が開始された場合は、ステップＳ５１１の判定はＹｅｓとな
り、ステップＳ５１３に進む。ステップＳ５１３では、先に図１０～図１２を参照して説
明した設定情報をＲＡＭ１１９から取得する。ここでは、合焦時表示設定情報（ｆ＿ｆｏ
ｃｕｓ）を取得する。
【０１２８】
　先に説明したように、合焦時表示設定情報（ｆ＿ｆｏｃｕｓ）には、
　立体表示（３Ｄ）、
　利き目平面表示（２Ｄ（ｆｌａｔ））、
　交互表示（フリップ（ｆｌｉｐ））、
　これらの３種類の設定がある。
【０１２９】
　合焦時表示設定情報（ｆ＿ｆｏｃｕｓ）＝立体表示（３Ｄ）である場合は、ステップＳ
５１４に進む。
　合焦時表示設定情報（ｆ＿ｆｏｃｕｓ）＝利き目平面表示（２Ｄ（ｆｌａｔ））である
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場合は、ステップＳ５１５に進む。
　合焦時表示設定情報（ｆ＿ｆｏｃｕｓ）＝交互表示（フリップ（ｆｌｉｐ））である場
合は、ステップＳ５１６に進む。
【０１３０】
　ステップＳ５１３の設定情報判定処理において、合焦時表示設定情報（ｆ＿ｆｏｃｕｓ
）＝立体表示（３Ｄ）であると判定した場合は、ステップＳ５１４に進み、表示部（モニ
タ）１２１に対して、左右画像を利用した立体画像表示処理を実行する。
　ステップＳ５１３の設定情報判定処理において、合焦時表示設定情報（ｆ＿ｆｏｃｕｓ
）＝利き目平面表示（２Ｄ（ｆｌａｔ））であると判定した場合は、ステップＳ５１５に
進み、表示部（モニタ）１２１に対して、利き目側の画像を利用した利き目平面表示（２
Ｄ（ｆｌａｔ））処理を実行する。
　ステップＳ５１３の設定情報判定処理において、合焦時表示設定情報（ｆ＿ｆｏｃｕｓ
）＝交互表示（フリップ（ｆｌｉｐ））であると判定した場合は、ステップＳ５１６に進
み、表示部（モニタ）１２１に対して、左右画像を利用した交互表示（フリップ（ｆｌｉ
ｐ））を実行する。
【０１３１】
　このように、マニュアルフォーカス調整が行われる場合も、オートフォーカス実行時の
合焦時の表示制御と同様、予め設定した合焦時表示設定情報（ｆ＿ｆｏｃｕｓ）に応じて
表示制御が行われる。
【０１３２】
　なお、先に図８を参照して説明したメニューやＯＳＤ情報についても、オートフォーカ
ス実行時の合焦時、あるいはマニュアルフォーカス調整時には、合焦時表示設定情報（ｆ
＿ｆｏｃｕｓ）に応じて表示制御が行われる。
【０１３３】
　次に、図１８に示すフローチャートを参照してＥＶＦに対する表示制御シーケンスにつ
いて説明する。
　ステップＳ５２１において、ＥＶＦ１２２（図４参照）に対する表示要求の有無を判定
する。なお、この判定処理は、ユーザによるＥＶＦ切替部１３２（図４参照）に対する入
力情報に基づいて実行される。あるいは先に図５を参照して説明したセンサの検出情報に
基づいて行ってもよい。
【０１３４】
　すなわち、センサ検出情報に基づいてユーザがＥＶＦを覗き込んでいることが確認され
た場合は、ＥＶＦ表示要求有りと判定する。ユーザがＥＶＦを覗き込んでいることが確認
されない場合は、ＥＶＦ表示要求無しと判定する。
【０１３５】
　ステップＳ５２１の判定がＮｏ、すなわち、ＥＶＦ表示要求がない場合はステップＳ５
２２に進み、ＥＶＦ１２２に対する表示処理は実行することなく表示部（モニタ）１２１
に対する表示処理を継続する。
　図１８のステップＳ５２２の下部には、ステップＳ５２２において表示部（モニタ）に
表示する（ａ）立体表示画像の例を示している。
【０１３６】
　一方、ステップＳ５２１の判定がＹｅｓ、すなわち、ＥＶＦ表示要求が有ると判定した
場合は、ステップＳ５２３に進み、ＥＶＦ表示設定情報を取得する。先に図１０～図１２
を参照して説明した設定情報をＲＡＭ１１９から取得する。ここでは、ＥＶＦ表示設定情
報（ｆ＿ｅｖｆ）を取得する。
【０１３７】
　先に説明したように、ＥＶＦ表示設定情報（ｆ＿ｅｖｆ）には、
　利き目平面表示（２Ｄ（ｆｌａｔ））、
　交互表示（フリップ（ｆｌｉｐ））、
　これらの２種類の設定がある。
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【０１３８】
　ＥＶＦ表示設定情報（ｆ＿ｅｖｆ）＝利き目平面表示（２Ｄ（ｆｌａｔ））である場合
は、ステップＳ５２４に進む。
　ＥＶＦ表示設定情報（ｆ＿ｅｖｆ）＝交互表示（フリップ（ｆｌｉｐ））である場合は
、ステップＳ５２５に進む。
【０１３９】
　ステップＳ５２３の設定情報判定処理において、ＥＶＦ表示設定情報（ｆ＿ｅｖｆ）＝
利き目平面表示（２Ｄ（ｆｌａｔ））であると判定した場合は、ステップＳ５２４に進み
、ＥＶＦ１２２に対して、利き目側の画像を利用した利き目平面表示（２Ｄ（ｆｌａｔ）
）処理を実行する。なお、この場合、先に図６、図７を参照して説明したように、ＲＡＭ
１１９には平面画像表示に適用するためのＬ画像またはＲ画像の一方の画像（利き目側の
画像）が展開され、この利き目側の画像を用いて平面表示処理が行われる。なお、この表
示に際して、合焦されたことを示す合焦枠（フォーカス枠）が併せて表示される。
　図１８のステップＳ５２４の下部には、ステップＳ５２４においてＥＶＦに表示する（
ｂ）平面表示（合焦枠表示）画像の例を示している。
【０１４０】
　ステップＳ５２３の設定情報判定処理において、ＥＶＦ表示設定情報（ｆ＿ｅｖｆ）＝
交互表示（フリップ（ｆｌｉｐ））であると判定した場合は、ステップＳ５２５に進み、
ＥＶＦ１２２に対して、左右画像を利用した交互表示（フリップ（ｆｌｉｐ））を実行す
る。なお、この場合、ＲＡＭ１１９には交互表示に適用するためのＬ画像またはＲ画像の
一方の画像（利き目側の画像）がシーケンシャルに順次展開される。これらの画像を順次
適用して、平面表示処理が行われる。なお、この表示に際して、合焦されたことを示す合
焦枠（フォーカス枠）が併せて表示される。
　図１８のステップＳ５２５の下部には、ステップＳ５２５においてＥＶＦに表示する（
ｃ）交互表示（合焦枠表示）画像の例を示している。
【０１４１】
　以上、特定の実施例を参照しながら、本発明について詳解してきた。しかしながら、本
発明の要旨を逸脱しない範囲で当業者が実施例の修正や代用を成し得ることは自明である
。すなわち、例示という形態で本発明を開示してきたのであり、限定的に解釈されるべき
ではない。本発明の要旨を判断するためには、特許請求の範囲の欄を参酌すべきである。
【０１４２】
　また、明細書中において説明した一連の処理はハードウェア、またはソフトウェア、あ
るいは両者の複合構成によって実行することが可能である。ソフトウェアによる処理を実
行する場合は、処理シーケンスを記録したプログラムを、専用のハードウェアに組み込ま
れたコンピュータ内のメモリにインストールして実行させるか、あるいは、各種処理が実
行可能な汎用コンピュータにプログラムをインストールして実行させることが可能である
。例えば、プログラムは記録媒体に予め記録しておくことができる。記録媒体からコンピ
ュータにインストールする他、ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、イン
ターネットといったネットワークを介してプログラムを受信し、内蔵するハードディスク
等の記録媒体にインストールすることができる。
【０１４３】
　なお、明細書に記載された各種の処理は、記載に従って時系列に実行されるのみならず
、処理を実行する装置の処理能力あるいは必要に応じて並列的にあるいは個別に実行され
てもよい。また、本明細書においてシステムとは、複数の装置の論理的集合構成であり、
各構成の装置が同一筐体内にあるものには限らない。
【産業上の利用可能性】
【０１４４】
　以上、説明したように、本発明の一実施例の構成によれば、三次元画像と二次元画像の
切り替え表示が可能な表示部を有する撮像装置において、フォーカス制御処理に際して合
焦したか否か、またはマニュアルフォーカス制御が開始されたか否かを判定し、合焦した
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場合、あるいは、マニュアルフォーカス制御が開始された場合に、表示部の表示画像の表
示態様を予め設定した設定情報に従って変更する。具体的には、例えば三次元画像表示か
ら二次元画像表示に変更する処理を行う。この処理により、合焦の確認をより確実に行う
ことができる。
【符号の説明】
【０１４５】
　　１０　撮像装置
　　１１　シャッター
　　１２，１３　レンズ
　　２１　表示部（モニタ）
　　２２　ＥＶＦ（Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　ｖｉｅｗ　ｆｉｎｄｅｒ）
　１１１　レンズ部
　１１２　光電変換部
　１１３　信号処理部
　１１４　操作部
　１１５　記憶部
　１１６　外部メモリ
　１１７　制御部
　１１８　ＲＯＭ
　１１９　ＲＡＭ
　１２１　表示部（モニタ）
　１２２　ＥＶＦ
　１２３　電源
　１２４　センサ
　１３１　シャッター
　１３２　ＥＶＦ切替部
　１３３　フォーカス調整部
　１３４　モード／表示設定部
　１５１，１５２　センサ
　２０１　顔領域
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